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	全国的な人口減少・少子高齢化により、多くの鉄道事業者・地方公共団体においては技術者が減少しており、鉄道に関わるインフラ整備（鉄道施設や道路・河川との交差部の改良等）が滞ることで東京圏・地方圏を問わず地域の生活基盤に影響を及ぼす可能性があります。こうした地域課題に対して、これまで当社インハウスエンジニアが行ってきた鉄道施設改良・新線建設、大規模駅改良、鉄道と道路・河川等との立体交差などのプロジェクトマネジメントの経験を活かして、その解決に継続的に貢献できるものと見込んでいます。
	当社のインハウスエンジニアが有する鉄道工事固有の技術力・ノウハウ（線路近接における設計・施工計画、鉄道オペレーションとの調整、国・地方公共団体等との協議等）を活かして、主に鉄道に係る土木・建築施設の建設・改良プロジェクトを一貫してサポートすることを目指しています。具体的には、東京・東北・上信越に拠点を置くプロジェクトマネジメントオフィス（PMO）において、プロジェクト提案や関係者協議サポート、設計・施工に対する発注のサポート、施工監理、その他発注者が必要とする提案・サポートを組織的に行います。
	今後は鉄道事業者・地方公共団体等に対し、線路と交差する道路・河川橋りょうの新設・改良等を対象とした事業のほか、鉄道施設改良や新駅・自由通路等の整備、鉄道を起点とした地域のまちづくりに関する提案にも事業を展開していきます。
	また、PM/CMのようなマネジメントではない設計・施工等の技術的課題に対する個別のアドバイスの提供や、プロジェクト推進に関わる鉄道技術者の教育サポート（eラーニングによる鉄道安全教育、認定鉄道事業者教育ほか）等、発注者のニーズに応えたサービスを提供してまいります。

